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1. はじめに 

 人間が色を認識する際，視細胞に含まれる３種の錐

体細胞が機能している．先行研究[1]では，2 種の錐体

に基づいて色を認識し，特定の色同士の色差が弁別困

難である 2 色覚者にとって視認性が高くなるようなデ

ジタルカラー画像の色変換手法が提案されている．そ

れは，Color2Gray[2]というアルゴリズムを応用し，色

の明度成分の修正によってカラー画像のコントラスト

を改善するというものである．本研究では，用いる表

色系の変更や計算式の改良によってより適切な明度修

正を施すことができるような手法を提案し，定量評価

によってその優位性を確かめる． 

2. 2色覚に向けたカラー画像の明度修正 

2.1 従来法 

従来法では，画像が持つ RGB 値を CIE L*a*b*色空

間上の色値に変換し，明度成分 L*の値を変えることで，

色変換後でも彩度成分は保ったまま明度成分のみを修

正することができる．また，その修正度合いは混同色

線理論に基づき，注目画素𝑖と比較画素𝑗の色値を比較

し，xy 色度図上でそれぞれの色度座標を含む混同色線

間の距離によって決まる． 

2.2 提案法 

提案法では，明度修正に CIE L*u*v*色空間を用い，

修正度合いは u’v’色度図上で画素𝑖，𝑗を含む混同色線同

士の角度によって決まる． 

  
 図 1. xy 色度図     図 2. u’v’色度図    

3. 実験結果と視認性の評価 

図 3 に，実験に用いた画像と明度修正の結果画像を

示す．また，それらの画像を P 型 2 色覚で見たときの

シミュレーション画像も共に示す． 
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図 3. (a)元画像，(b)従来法，(c)提案法 

(d)元画像(P 型)，(e)従来法(P 型)，(f)提案法(P 型) 

 下図 4 は，図 3 の明度修正後画像の視認性を，評価

指標 V(λ)を用いて従来法と提案法で比較したグラフ

である．各値の意味は，横軸λの値が小さいほど弁別

困難色となる画素対が選ばれやすく，縦軸 V(λ)の値

が小さいほど明度修正の度合いが大きかったというこ

とになる． 

 
図 4. 明度修正結果の比較 

4. まとめ 

 提案法ではλの値が小さいときには V(λ)の値も小

さく，λの値が大きくなるに従って V(λ)の値も従来法

を超えて大きくなっている．これは，提案法では従来

法よりも理想的な明度修正が施されたということを示

しており，提案法の優位性が確認できたといえる． 
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